
第 12回 新型コロナウイルス感染症対策本部会議（要旨） 

          

                日時：令和 2年 3月 12日（木）9:00～ 

場所：401会議室 

 

【協議事項】 

・感染者発生時における庁舎内の消毒について 

 健康推進課より資料に沿って説明 

 消毒対応可能業者、消毒範囲、対応費用、役所側の対応について 

 

教育部長：職員で消毒する際、マスク防護服等の装備はどのレベルの装備が必要なのか。 

健康推進課長：市に備蓄している防護服が 60程度あるので、それで対応できると思う。 

副市長：消防署で保管している防護服は使用可能か。 

消防長：消防署が持っているのは種類が異なり使えない。 

副市長：万が一防護服装着の際は、健康推進課が指導するという認識でよいか。 

健康推進課長補佐：保健所や消防からの指導を受けながら対応する。 

副市長：基本的には業者に頼むことが第一優先だが、職員で実施となった際には、完全

防護か簡易防護かはその都度判断する。発生直後の市民対応も含めて他市の事

例を聞き取り、準備しておくこと。 

消防長：医療廃棄物として処理するしかないのでは。 

副市長：その点は、調査しておくこと。不足とならいないように必要に応じ追加発注を。 

    その他、防災協定を結んでいる業者で、優先的に物資を提供してくれるところ

はないのか。確認してほしい。 

 

【感染対策の共有事項】 

・現状報告 

事務局（地域安全課）：全国、愛知県の感染の状況について 

愛知県内感染者数 104名 死亡者 5名 

約 80名が名古屋でのスラスター 

・３月１６日以降の職員向けマスク配付について 

事務局：明日、保育士等から報告数の備蓄マスクを配布する。使用のあたっては無駄の

無いよう協力してほしい。 

・業務縮小に係る継続業務について 

事務局：新型コロナウイルス対策として、業務体制を縮小した際にも、継続すべき業務

について各課に照会をかけ、洗い出したが、もう一度精査をしてほしい。  

副市長：職員数は、約半数に減少してしまうことを想定した上で業務を選定すること。

絞込みだけの話なので、今日中に確認を。 

 



・４月、５月の市主催イベントについて 

事務局：4月以降の市行催事調査。明日までに報告を。 

副市長：国は 19日までとしているが、今後の動向を注視しながら、対応していく。 

 

・職員の健康管理と把握について 

総務課長：資料により報告 

職員本人、職員の家族の感染、濃厚接触者等の対応等説明。 

 

・公共施設の休館、行催事等の中止への対応などについて 

副市長：①施設・イベントの予約者には、連絡と返金がある際は確認を丁寧にすること。 

     来年度の年間契約準備を進めていると思うが、特に施設運営管理については 

状況を踏まえて 4/1 から運営管理ができるのか。相手方とよく協議すること。 

②今後、緊急対応策について、矢継ぎ早に感染に関する情報が政府から出てくる

ので敏感になること。 

③新型コロナ関連に伴う、追加支出、損失について、人件費も含め逐一記録して

いくこと。最終的に国から調査がくることが予想されるので、現段階から詳

細な経費についてもまとめておくこと。 

 

子育て監：４月以降のイベントは、既に実施内容で広報記載しているがよいか。 

副市長 ：中止などの変更があれば、広報の頭に掲載する形で告知していく。 

企画広報課：市のＨＰにおいても、実施予定イベントの中止情報を掲載しているため、

各課で所管しているイベント情報については、漏れなく掲載してほしい。 

副市長 ：職員には、ＨＰ情報の確認を習慣づけるように指導すること。 

 


